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高収益作物普及をめざした5Gスマートトラクターおよびドローン画像認識技術に
よる中山間地超省力化・リモート化推進実証

矢作農場：12.16ha（うちタマネギ11.12ha　うち有機タマネギ1ha）うち　実証区
面積：0.8ha（有機タマネギ）／木樋桃源ファーム：200.03ha（うちてん菜66.87ha）
うち　実証区面積：13.86ha（てん菜）

①てん菜褐斑病検知システム（ドローン・トラクター併用）
②鳥獣害対策ソリューション（kagatta、わな検知クラウド）
③自動移植・除草トラクターシステム

①てん菜褐斑病害検知システムの導入→病斑画像認識率 60%以上、農薬コスト 15％減少
②鳥獣害対策用罠設置および捕獲通知システム導入→労働力の 50%削減、被害額 20％減少
③スマートトラクターシステムの導入→傾斜地での誤差 5㎝以内で畝数 6％増、除草作業時間約 50%減少

　　　　（有）木樋桃源ファームほか（北海道津別町）

実証課題名

経営概要

NTTコミュニケーションズ　北海道支社
JAつべつ　営農課

齋藤　伸一　（e-mail：shi.saito@ntt.com）
有岡　敏也　（e-mail：arioka＠jatsubetsu.or.jp）

問い合わせ先

導 入 技 術

目　　標

★

① ③②

1 目標に対する達成状況

2 導入技術の効果

①画像認識率（初期病斑含むすべてのもの）76% 以上の成果となり目標達成。人の目に代わり自動的に病斑を検出し画像内の検出位置マークを付与す
る技術を高い精度で確立した。農薬散布量は約 11% 削減、費用は 1％削減の成果となり目標未達。ドローンのセンシングデータと照らし合わせるこ
とで散布エリアを絞ることができ、部分防除を1回行い、430aのうち139aで散布を行った。
②本来、捕獲用罠設置後は毎日見回りを行わなければならないが、罠に ICT 機器を設置したことで遠隔監視が可能になったため、労働力は 65.8%
削減で目標達成。被害額削減について、てん菜圃場における 10a 当りの被害額を比較した結果、被害額削減率は、鹿 66.2%、熊 -913.4%、全体
では -73.7%で目標未達。但し、被害面積の削減率は、鹿 46.2％、熊 5.0％、全体では 30.5％となった。
③傾斜地での高精度な自動操舵による誤差 2 ㎝以内の移植で隣接条間を短縮することができたため畝数は R4 年度で約 12.9％以上増加した。また、
スマートトラクター導入前後の除草作業時間を比較した結果、削減率は 57％で目標を達成した。

3 事業終了後の普及のための取組
①ドローンおよびトラクター、データ運用システムの改良・開発を行い、令和 5 年度から試作品の開発に着手する。また、ドローンの普及には一定
の技術習得が必要であるため、幅広く事業参画を働きかける等の取組を行っていく。
②自然環境の状況変化による検知システムでの誤通知を軽減し、地域コミュニティ内における役割分担及び連絡フローの整理・合意によって更なる
効率化を目指す。
③スマートトラクター（除草用）について、開発及び販売を検討中。AI サーバーの小型化と通信コストの削減を目指す。

てん菜褐斑病害検知システム 鳥獣害対策用罠設置捕獲通知システム スマートトラクターシステム
〇AI 画像認識モデルを作成し、人の目に代わり
自動的に病斑を検出し画像内の検出位置に
マークを付与する技術を確立。トラクターは
約 84％、ドローンは約 76％の画像認識率（初
期病斑含むすべてのもの）を達成した。
〇農薬使用量の削減は一定程度行ったが収穫へ
の悪影響は見られなかった。

〇スマートトラクターシステムを導入し、除草
作業時間の 57％削減を達成した。
〇また、高精度の自動操舵により、畝数の約
12.9%増（R4年度）を達成した。

〇実証区と慣行区を比較すると、実証区では ICT
機器の活用により現場での見回り回数を減らす
ことができ、労働力削減率は65.8%を達成した。
〇町内全体（実証農家含む）では被害額が増加
しているが、実証農家のてん菜の被害面積は
R3 年度から約 30％減少しているので効果は
あったと考えられる。

撮影方法 画像認識率

トラクター
（SONY　α7RM4） 約 84％

ドローン
（DJI　Mavic2pro） 約 76％
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労働力削減

見
回
り
時
間（
H）

200h 190

70.2

R3
参考
①本
来あ
るべ
き

R3
参考
②I
CT
機器
設置
後

R4
①慣
行区
労働
時間

R4
②実
証区
労働
時間

124.11

42.41

150h

100h

50h

0h

!"#$%&'(&)*+,-./012&&(&'*+ -.34/012&*+5-. 6789:%;(<*+,34/0125
=>?@ABCD%';;(;E*+,-.FGH))(<I*+5-. 6789:%&E(<)*+,FGH5

!"#$%&'()*+,-./01234567189:
;<=>?@ABC1*D2.EFGFHHFIJK()65L/:
MNOPQ3RS45671*+,-

!!""#$%&'()*+!"#$%&'(

!"#$%

&'()

!"#$%&

!
"
#

!" !"#$%&'()*

!"#$%&'()*+,-./012234516789:1;<=>?@AB7C
DEFGHIJKLMN12KOPQR

*+,-

STUVWXYZ[\]/^_`abcYX<=>?defghijklm/2n-opq
rstZuvwxyz678{|}\]/^_abc~�J`-fgÄpjÅZÇÉfopq
Ñ/01223451]/^_`abcÖÜGá`àâ-ähãáåçeoéjèê$ëíFì-fgpq

!

.
/

! " #

! !"#$%&'()*

"

#

+,-./01

23456/78/9:/;<

!"#$%&'()*+,-./012134567819:;<=>?@9AB1>CDE=FGHC*+IJKL"#M1JKNOPQ
RIST.UVWIXYZ[\]^L_A`abcdefgg6hijklegmhi19:;<=>?n@AopQq1rqsqtuQv;
wxLyEzU{;\bc|}~I�U{;Ä\ÅjÇÉÑÖIgÜáYjàâäã1åçgâéã\bcIáè_A
êëíjìîlïñOóeòôöÜ=IáE<õúù<x<YÄjïCûü†°¢IñOL_{;\£§•¶Äß®C<è__©j™´¨e
5≠ÆØ6hi\>?@9A∞±≤hiC≥Y0j0¥µ∂∑C∏õUgäãπ=1∞±≤I∫ªL_º:j∞±≤hi&ejΩ55Ææ6jø¿égâÆà6j
¡¬\e¿4âÆ46\>?n@A√Lj∞±ƒ≈1hi&ejΩà5Ææmjø≠Æämj¡¬\eâäÆ≠m;<è_A
∆«»…\1XZ[<FG ÀCÃUÕŒæœ7M1–—\“”‘’I÷◊.U{;Ä\Å__©ÿŸe⁄à€[\fgæÆém78‹›L_Afi
_jflPQ‡‡·RvQ‚„‰ó1ÖÂÊÁË’I∫ªL_º:jhi&e≠4m\>?I@9L_A

JKLCMNOPQRS/CTUC/VWXYZD[\]^_`abcTdefghijk"l[_`mnopqrstT
KLCM[uvmwxy[z{|}~�ÄÅÇqtÉTÑÖÜáàâäaãåiçqé[èêabëFcÜr
íìîïñ[óòôömOqõúXYZDÅ[ùûúaü†°T¢£§•¶ßZ®©mNçq™´¨≠vPÆØALC[∞
±^≤≥mOëF¥µq∂∑öa∏πpr
∫Y0CQQRS/C,ªºW5mΩcFT_`vPæøaõ¿¡r¬√ƒC≈C[∆«ö»û…§YQ[ †a∏πpr

'()*+,-./0123
!"#$%&'()
*+,-./01

1456678950123

!"#$ %&'()

*+,-.
/!"#$ %&'()0 1*)2

34.5
/+,- (./0123450 1&62

ÈflPQ‡‡·RvQsflÍÎI‚„Lj
ÖÂÊÁË’1≠4mhiI@9L_A
Èfi_jXZ[1FG ÀCÃ=j
ÿŸ1fgæÆé6‹'⁄à€[3I@9L_A

ÈÏÌÓ;ÔáÓI∫ª.U;jÏÌÓ\
eûü†°¢1lCÃ=Ò∑\1öÜ=Ü
ŸIix.{;Ä\Åj™´¨hi&e
5≠ÆØ6I@9L_A
ÈÚM¡¬'ÏÌ`Û,-3\e∞±≤Ä
‹›L0YUÄjÏÌ`Û10¥µ1∞±
ƒ≈e⁄â€[ÙxfâämiıL0YU1\
ˆ:e˜è_;¯˘xúUA

È˙û"#$%˚u¸IÊ9LjB1>CD
E=FGHC*+IJKL"#M1JKN
OCPQRIST.UVWI]^A‡·R
vQefØàmjopQqef45m1"#$
%&'()*+,-./01213I@9
L_A
È`a˝ld1hie˛ˇ![áè_Ä"
#$1%&'eöxú<Ùè_A

TUUVWCXY1*D2Z [\]^_ `a bc . îïñóòôöõúòùõóòûü†°ûûù¢üñ:

defgf hij kl mn £ îïñóòôöó§òü•ó¶ßóûõ®©îûõ®ùü§ùß™ ´

!"#$%&' !(#)%&'

6789
:7;<
/!"0

:7;<
/!#0

62= 6*= &7=

!"#$%&"'()*+,-

./0%120)3456,-

(*%&'

#$%&' +,-./

0

10

20

30

40

作
業
時
間［
h/
10
a］ 57%削減

慣行区

慣行区と実証区の労働時間比較

手動運転と自動操舵の畝数比較

実証区

手動運転

62本

自動操舵
（R3）

自動操舵
（R4）

68本 70本

実証成果
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実証テーマ  リモート化　 品目  有機タマネギ、てん菜




